
AI powered Quality Engineering PlatformAI powered Quality Engineering Platform

生命保険会社におけるテスト自動化の取り組み
- 品質と事業成長の加速 -

オリックス生命保険株式会社 松井 康浩
オーティファイ株式会社 今村 貴紀



イントロダクション



会社概要・沿革

● 米国本社（サンフランシスコ）
日本支社（東日本橋）

● 日本人初Alchemist Acceleratorを卒業
● 2016年創業、2019年よりAutify事業開始
● 従業員数グローバルで約120名
● 累計資金調達約45億円(シリーズB)
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オーティファイについて

AIによるソフトウェアテスト自動化ソリューションの提供
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ソフトウェア開発環境を取り巻く課題

AIで開発が爆発的に加速する中、
未だ人手への依存度が高い要件定義とテストがボトルネックに

結合・
総合テスト

単体テストコーディング詳細設計基本設計要件定義

生成AIで加速 人手に依存人手に依存

開発部門 品質保証 or PM



システム開発の現在地 - テスト

開発の約4割はテスト

基本設計

詳細設計

製造

総合テスト
17.7%

14.8%

26.7%

20.0%

20.8%

結合テスト
コスト/リソースが大きく割かれている

PROBLEM



テストは雪だるま式に
増え続ける
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システム開発の現在地 - テスト

PROBLEM

テスト観点が出せるメンバーの属人化



IT人材は常に業務に
追われている
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システム開発の現在地 - テスト

PROBLEM

出典：ヒューマンリソシア「2040年のIT人材予測レポート(2024年度) https://corporate.resocia.jp/dl/itreport_ja_03

慢性的な人材不足や要員単価高騰
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PROBLEM

属人化

人での確認の限界で
手戻り/不具合流出

対策のため
人手/外注を追加

リリースまでの
コスト・時間増

現場が疲弊
標準化が後回しに

人手不足

業務過多

開発プロセスで
見落としが発生

手戻りで
業務逼迫

本質業務が
できない

人手不足×属人化による負のループがシステム品質に影響を及ぼす
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Autifyが実現したい世界

テストプロセスの自動化・高速化による
圧倒的な生産性の向上

共通プラットフォームによる
属人性の解消と人材の解放
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オリックス生命様事例のご紹介



Autifyサービスのご紹介



会社概要・沿革

13

オーティファイのこれまで

ソフトウェアテスト自動化で多くの大手企業を支援
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年間100時間テスト工数削減 非エンジニアが約2,000画面
のシナリオを作成

Salesforce環境のテストを
6割以上自動化

主な導入事例
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Autify Nex us

AIへのチャット指示で
テストを設計・実装・運用

圧倒的な学習コストの低さとAIを活用したテスト自動化が強み



Autify Pro Serv ise

AIと品質のプロが並走する
内製化支援で、
自走できる組織体制へ

80%

高い水準の自動化率

2024年オーティファイ調べ

SaaS事業があるから人手で発生する工数の削減を一緒にコミット



Thank you
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